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みんなの安心 

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）　

※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

  

八
幡
平
消
防
署
の
一
日
消
防
署
長
に
髙

橋
珠し

ゅ
の乃

さ
ん（
平
笠
小
４
年
）が
任
命
さ

れ
、
10
月
12
日
の
山
賊
ま
つ
り
会
場
で
、

来
場
者
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
髙
橋
さ
ん
は
、
盛
岡
消
防
本
部
管
内
８
市

町
の
小
中
学
生
が
対
象
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル（
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
、
盛
岡
地
区
防
火
協
力
会
、
盛
岡
地
区

危
険
物
安
全
協
会
の
共
催
）で
、
応
募
総
数

4
0
3
点
の
中
か
ら「
盛
岡
地
区
広
域
消
防

組
合
消
防
長
賞
」を
受
賞
。八
幡
平
消
防
署
長

か
ら
一
日
消
防
署
長
に
任
命
さ
れ
た
も
の
で

す
。
髙
橋
さ
ん
は
会
場
内
の
出
店
ブ
ー
ス
を

火
災
か
ら
命
と
財
産
を
守
る

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け

消防　
「
火
の
確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い

習
慣
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
11
月
９
日
㈪

か
ら
11
月
15
日
㈰
ま
で
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は
、火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。次
の
重
点
項
目

を
参
考
に
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
８
月
27
日
、
岩
手
山
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

が「
レ
ベ
ル
２
」か
ら「
レ
ベ
ル
１
」に
引
き

６つの重点項目

髙橋さんの受賞作品

登
山
道
な
ど
の
整
備
完
了
後

西
側
の
入
山
規
制
解
除
へ

火山　
岩
手
山
の
火
山
活
動
が
継
続
し
て
い
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。入
山
す
る

入
山
者
へ
の
お
願
い

防
火
ポ
ス
タ
ー
で
消
防
長
賞

髙
橋　

火
災
予
防
を
呼
び
掛
け

防火

さん

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
大
地

獄
谷
火
口
付
近（
次
の
図
の
赤
字
部
分
）を

除
く
西
側
登
山
道
は
、
登
山
道
の
整
備
お

よ
び
安
全
確
認
作
業
が
完
了
し
た
区
間
か

ら
、順
次
、入
山
規
制
が
解
除
さ
れ
ま
す
。

1 ストーブやコンロなどは、安全装置の
付いた機器を使用する

2 住宅用火災警報器を定期的に点検し、
10 年を目安に交換する

３ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓
し、寝具やカーテンは防炎品を使用する

4 消火器などを設置し、使い方を確認し
ておく

5 高齢者や体の不自由な人は、避難経路と
避難方法を常に確保し、備えておく

6 防火防災訓練への参加や戸別訪問など
により、地域ぐるみの防火対策を行う

１日消防署長を務め
た髙橋さん（中央）

巡
回
し「
火
か

ら
目
を
離
さ
な

い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
」と

火
災
予
防
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

県HP

際
は
、最
新
の
入
山
規
制
情

報
な
ど
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

焼走り登山口
（八幡平市）

上坊登山口
（八幡平市）

馬返し登山口
（滝沢市）

御神坂登山口
（雫石町）

七滝登山口
（八幡平市）

松川登山口
（八幡平市）

網張登山口
（雫石町）

岩手山（薬師岳）

赤倉岳

御苗代湖

御釜湖

姥倉山
黒倉山

犬倉山

大松倉山

八
幡
平
樹
海
ラ
イ
ン

立　入　可

立 入  不 可

大地獄谷

●●

登山道の状況（入山規制解除後）

順次立入可
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